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庁 議 の 概 要 
開催日：Ｈ１９．５．７ 

◎項  目 
１ 5 月臨時議会への対応について【総務部】 

２ 自動車税をはじめとした納税義務について【総務部】 
３ その他 

  

◎内  容 

１ 5 月臨時議会への対応について【総務部】 

  5 月 8 日開会の臨時議会への対応について、平成 19 年度（案）と平成18 年度の県議会議場配席図（執
行部席）及び会派別議員名簿を配布のうえ、提案説明を行った後に意見交換を実施。その結果、提案ど

おり対応とすることに決定した。 
 
【説明概要】 
・ 4 月 10 日の庁議の結果を受け、各派代表者会議に議場配席（執行部席）についての協議を行った結果、
一部座席を撤去のうえ変更することとなった。 
・ 議場連絡員である副部長等の出席は、質問が出ている場合や関連質問が出そうな場合とする。質問者ご

とに休憩時間を利用して出入りし、前から順に詰めて着席する。 
・ 出席希望者が座席数を超える場合は、総務部副部長が調整し、着席できない者は議場東側の執行部控室

で待機する。 
・ 慣例により、5 月 8 日の開会日に執行部幹部が自席にて席順に自己紹介を行う。また、本会議終了後、
議事堂前で記念写真撮影がある。 
・ 5 月 9 日の本会議への出席者は、議案の質疑、委員会付託が省略されたので、知事、副知事、総務部長
のみとなった。 
・ 6 月議会は、参議院議員選挙を考慮し、開会 6月 18 日、閉会 6 月２9 日という 6 月内に終了する日程
に変更した。 
 

【主な意見】 

・ 狩猟免許税の改正のための県税条例改正の議案が出る予定だが、執行部から提案の議案の付託は本当に

必要ないのか？ 
→最終日の本会議で議決を採るということになったので必要はない。 

 

 

２ 自動車税をはじめとする納税義務について【総務部】 

  知事部局の所属長及び職員に対する自動車税をはじめとする納税義務についての通知文書を配布のう
え、自動車税の納期限内の納税について周知徹底を行ってもらう旨の説明等を行った後、意見交換を行

った。 

 

【説明概要】 
・ 昨年、県職員が納期まで支払っていない。あるいは、督促状を受けても支払っていない。差し押さえの
手続きまでとり、大変世間に心配をかけた自動車税について、本日（5 月 7 日）、納付書を発送するの

で、各部局でそれぞれの所属長に対して、職員が 5 月 31 日の納期限までに必ず納付するように周知徹

底を図ること。 

・ 知事部局以外の部署についても、配布した通知文書を参考に通知のうえ、周知徹底を図ること。 

・ 特に、教育委員会は職員数も多いので、十分な対応をお願いしたい。 
・ 5 月 13 日には、知事にも参加してもらい、納税キャンペーンを実施する予定である。また、今年は県
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税事務所の管内ごとに、大手スーパーマーケットで直接自動車税を納付できる取り組みも実施する。 
・ この他にもキャンペーンでは、県内初の民間企業の広告入り啓発用ティッシュ（費用は広告費）を配布

する。 

 

【主な意見】 

・ 昨年度のように、県職員が納税しているかどうかの調査を行う予定はあるか？ 
→必要があると判断すればやらなけれならないだろうが、現在のところ予定はしていない。個人情報の取

り扱いにも十分留意のうえ、必要に応じて対応を検討していきたい。 

 

 

３ その他 
  ゴールデンウィーク中の県内観光客の動向について、観光部より口頭にて説明のうえ意見交換。 

 

【説明概要】 

・ コンベンション協会で集計中ではあるが、主要な県内の観光施設は対前年比で少し落ち込み、5％減く

らいではないかということ。昨年は最高の入りだったが、今年は「土佐二十四万石博」のようなイベン
トもなかったことを考えると、そんなに低い水準ではなかっただろうかと考える。 

・ モネの庭、牧野植物園、横倉山自然の森博物館の自然系の施設の入場者数が、対前年比で増加していた

ようであり、「花･人・土佐であい博」の開催に向けてつながる心強い結果であった。 

・ 主要な観光施設で一番入場者が多かったのはアンパンマンミュージアムで、去年大健闘した高知城は少

し減の対前年比 88％ということであった。 
 

【主な意見】 

・ 観光客を迎える玄関口のひとつでもある高知龍馬空港の到着ロビーの通路に、「花･人・土佐であい博」

も開催するので、沖縄県の那覇空港に置いてあるランの花のように、何か花などを置いてはどうか。 

→管理している空港ビル会社にも聞いてみる。 
・ ゴールデンウィークによさこいイベントを開催するべきである。夏本番のスタイルではなく、よさこい

プレミアムという形で、上位 20 チームぐらいの参加で開催し、ゴールデンウィークに高知へ来ればい

つでも見れるようにしてはどうか。青森県では、このゴールデンウィークにねぶた祭りとよさこいを同

時開催している。本場、本家のよさこいとして、ゴールデンウィークに開催すれば、夏よりも多い観光

客が来ると思う。 
→実際、ゴールデンウィークにどこかでよさこいを見ることをできないかという問合せも随分あった。小

規模ではあるが、時間限定で前半は花回廊、後半は高知市中央公園で、選りすぐりのよさこいチームの踊

りが見られる機会は設けていた。 

→観光客を誘致するのではあれば、もう少し大々的に開催してはどうか。それから、開催に要する経費負

担をするようにしてはどうか。 
→よさこいを成功させるためには、中心商店街をはじめやっぱり主力となる人たちをその気にさせていく

ように取り組まなければならない。要は、観光部だけで取り組むのではなく、関係する商工労働部や産業

振興センターも一緒になって日頃から取り組んでいかなければならない（知事）。 

・ ゴールデンウィーク中の交通事故はどうだったか？（知事） 

→特段死亡事故はなかったが、高速道路の渋滞が多少見られた。 


